
令和3年度 FD・SD事業 成果の概要
体系的な教職員研修プログラムの実用化に向けた改善・普及・展開

 FD・SD講座の建付け
• FD・SDの趣旨に叶う講座を展開する。
• 令和2年度は、令和元年度の実績を踏まえ、一般的な教育系の大学が開発者と
なって、専門職高等教育機関として汎用的な内容の講座を開発し、17名の修了
を見るなどの実績を挙げた…下表の①

• 令和3年度、同4年度では、この経験を活かし、
専門職教育を行っている教育機関が汎用的な講座を開発する事例…下表の②
専門職教育を行っている教育機関が専門的な講座を開発する事例…下表の③

を重ね、FD・SDの領域全般をカバーし、同様の趣旨の講座開発を推進する。
• 令和3年度は、ハリウッド大学院大学に委託して、美容教育マネジメントの履修
証明プログラムの開発に取り組んだ。

一般的な教育系の大学 専門職教育を行っている教育機関

汎用的 R02年度開発
星槎大学大学院教育実践研究科
専門職教育支援士（教育実践部門）

R03年度開発
ハリウッド大学院大学
専門職教育マネジメント（美容部門）

専門的 R04年度開発
？？？？？？？？
？？？？？？？？？？（？？？部門）

① 実施済 ② 実施中

③

2022/3/30

本事業の概要と目的
 専門学校の教職員を対象としたFDとSD
における履修証明書の発行も可能な体系
的研修プログラムの構築方法をパッケー
ジ化し、実用化

 パッケージ化の対象
① 基本項目
② 学修時間・内容
③ カリキュラム・講義・学習方法
④ 評価
⑤ 運営
⑥ 広報・その他

 1年目は「汎用的」で一般的な教育系の
大学、2年目は「汎用的」であるが専門
職教育を行っている教育機関、3年目は
「専門的」な内容

資料1-3
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専門職教育マネジメント（美容）
履修証明プログラム

受講案内

令和3年10月1日
ハリウッド大学院大学

1

この文書は、本プログラムの受講を検討される方を対象に作られた
ものです。プログラムの目的や概要、科目構成、学修方法などの情
報を記載しています。検討のための資料としてご活用ください。

一般社団法人専門職高等教育質保証機構

2022/3/30

2



「専門職教育マネジメント（美容）」履修証明プログラム

2

 はじめに
• このプログラムは、専修学校等の専門職高等教育機関
で活動する教職員を対象としたFD・SDプログラムと
しての履修証明プログラムです。

• 履修証明制度は学校教育法第105条の規定に基づき、
所定の要件を満たした教育プログラムの修了者に対し
て、高等教育機関が履修証明書を発行することを認め
る制度です。このプログラムの修了者には、ハリウッ
ド大学院大学が履修証明書を発行いたします。

 三つのポリシー
• ディプロマ・ポリシー
教育理念を学校経営に反映できる経営能力を開発し、
FD・SDの教育成果を経営成果に展開させるためのマ
ネジメント能力を開発する。

• カリキュラム・ポリシー
ディプロマ・ポリシーを達成するために、「学修成果
マネジメント」、「経営理念マネジメント」、「勤務
姿勢マネジメント」の3群の科目群を構成する。

• アドミッション・ポリシー
美容分野の教育経験を1年以上持った、あるいは、同
分野の職員としての経験を1年以上持ったことがある
ことに受講を薦める。

 目的
• 主として、専門職高等教育機関の教職員を対象として、
専門職教育マネジメント（美容）の資質能力の向上を
目的としています。

 スケジュール
• 開講スケジュール

 開講日 令和3年10月15日
閉講日 令和4年4月15日

 学修時間 60時間

 学習方法
• リアルタイム授業で実施します。
• リアルタイム授業（45時間）

 所定の日時に、講師と受講者が一堂に会したオンライン
受講も含まれます。

 授業の様子は録画してオンライン学習基盤で発信し、そ
れを受講した者も授業に参加したものとしてみなします。

• 修得レポート課題等に取り組む時間（15時間）

 成績評価と修了要件
• 出席をとります（Zoomの場合も、ミーティングの参
加の有無）。

• 各科目に修得レポート課題があります。提示する課題
に解答する（オンライン上で）形式で実施します。課
題の提出は必須の修了要件です。

• 科目ごとに、出席率と修得レポート課題の結果をもと
に総合的な評価を行い、すべての科目で合格と評価さ
れることを修了要件とします。

 その他
• 定員は10名＋若干名です。

一般社団法人専門職高等教育質保証機構
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「専門職教育マネジメント（美容）」履修証明プログラム

3

 カリキュラムとスケジュール

区分 日付 講師 学修時間
ハイブリッド

A 概論 A1 MDプログラムと資格枠組 QAPHE 江島 ３

B 学修成果マ
ネジメント

B1 学修成果指標（美容分野） QAPHE 江島 ３
B2 ビューティビジネスの国際化 山中学長 寺本義也 蒲生茂 ３

C 経営理念マ
ネジメント

C1 経営観､宇宙観､人間観､人生観､宗教観､死生観など PHP研究所 大江 ３
C2 経営理念研究 元PHP研究所 佐藤 ３
C3 日本的経営論 ～経営の美学～ （株）日本生物科学社長 執行 3
C4 中小企業の経営マネジメント 高岡法科大学元学長 根田 3
C5 企業を永続的に発展させる理念経営 アチーブメント社長 青木 3
C6 仕事を通じて生きることの大切さ（誇りと理念） キリンビール元副社長 田村 ３

D 勤務姿勢マ
ネジメント

D1 歌舞伎における美 中村 獅童 ３
D2 サービス産業の発展に向けて 帝国ホテル特別顧問 小林 ３
D3 グローバルビジネスマインド メイ・ウシヤマ学園 眞野 ３
D4 ホスピタリティとビジネスマナーの必要性 メイ・ウシヤマ学園 眞野 ３
D5 ホスピタリティ・マネジメント メイ・ウシヤマ学園 玉利 ３

E まとめ E1 国家戦略特区と外国人美容師 山中学長 ３

一般社団法人専門職高等教育質保証機構
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学修成果指標（美容）
学修成果指標（ゲーム・CG）
学修成果指標（動物）
学修成果指標（土木・建築）

令和3年度 コンピテンシー事業 成果の概要
学校評価の充実等を目的とした資格枠組の共有化・職業分野別展開とその有用性の検証

 学修成果情報共有システムニーズ調査
• 否定的な意見はほとんどない。
ただし、実物がないので懐疑的

• 企業側はレベル高い人材を求める

【令和2年度事業】 【令和3年度事業】

2022/1/27実施

QAPHE国際シンポジウム2022
科学技術革新に貢献する専門職高等教育

国際シン
ポジウム

反映

参照
・
開発

学修成果情報共有システムの開発

2022/3/30

本事業の概要と目的
 国際通用性のある「資格枠組のレベル定義」
を策定し学校評価の充実等に結び付ける

 「資格枠組のレベル定義」に沿った学修成果
指標の策定と適用方法の研究

 学修成果情報共有システムの開発・運用によ
る学修成果マネジメントの方法論の提案

【令和4年度事業】
 学修成果情報共有システ
ムの完成とその試行

 同システムの普及・促進
による効果測定

 同システムの普及・惻隠
に向けたセミナーの実施
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1

QAPHE国際シンポジウム2022 －プログラム－ 2020/3/30
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 改良・普及・促進・活用の段階へ

学修成果情報共有システムの開発
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 OSSであるmaharaの転用
• 昨年度事業においても検討
• 機能の豊富さにおいて定番
• 分科会においてデモを繰り返し
実施

 機能の豊富さが導入ネックと
なる可能性の存在
• 入力に膨大な時間
• 年に2回程度の操作であっても
• 日常的に操作する必要性も大きい
• 学修成果指標を活かす考え方

 学修成果測定シートとの併用
• 令和元年度事業で使用したもの
に改善を加えたもの

• ファイル添付の形で送信可能
• 日常的には測定シートによって
自己管理

• 教員との間のインタフェースは
キープできる

• 令和4年度事業において実証予定

学修成果情報共有システムの開発

活用

日常的に学生が管理

アップロードして提出
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令和３年度 ポートレート事業 成果の概要
職業実践専門課程版ポートレートの構築（ポートレート事業）

2022/3/30

① 横断分析を可能とする
機能設計の強化

② ポートレートデータの
入力促進

③ 普及のための
動画コンテンツ開発

異なる学校の
情報を並べて
比較できる

およそ
1,000×2年度
分データ入力

操作方法に関
する説明動画
コンテンツ

【令和2年度事業】

【令和3年度事業】

① 要件定義
② 初期開発

③ 多言語化

④ NIC連携（構想）
⑤ 時系列分析

【令和4年度事業】

① NIC連携

② 普及セミナー

③ 本番として実現

本事業の概要と目的
 職業実践専門課程の情報公開ニー
ズに合わせたデータベースシステ
ムの開発

 専門学校に関わるステークホル
ダーの利便性向上（利用者側のメ
リット）

 職業実践専門課程認定校としての
データエントリーの一本化（認定
校側のメリット）
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①横断分析を可能とする機能設計の強化

一般社団法人専門職高等教育質保証機構

1

 比較対象の決定
• 「学科検索」でチェックボックス指定

• 「学科比較」ボタンをクリックすると、「職業実践専門課程ポートレート学科基本情報比較」画面が表示される

 「職業実践専門課程ポートレート学科基本情報比較」画面
• 比較対象として決定した学科について、横並びで表示
• タブに相当するリンクをクリックすれば、

「基本情報比較」→「生徒・教員比較」→「学修成果比較」→ ・・・ →「授業科目比較」
がしやすい

• 比較対象は2つ以上も可能
→画面の幅が足りなくなれば、1行に表示する文字数を減らす

2020/3/30
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一般社団法人専門職高等教育質保証機構

2

 データの充実
• たくさんあるほうが、圧倒的かつ本番へ移行しやすい

• 事業開始当初のデータは2019年度が最新

②ポートレートデータの入力促進

年度

項目
2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

設置者数 5 9 31 98 

学校数 5 12 38 164

学科数 29 75 221 934

2019年度は、2021年7月
1日～2022年3月20日の
入力数。年度末には学科
数で1,000を超える見通し

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

2019年度の職業実践
専門課程の基本情報
は、2020年9月末ま
でには公開される

本事業開始時点＝
2021年7月時点で
は、2019年度の
データが最新。そ
れらを保存してお
き、分担して担当
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一般社団法人専門職高等教育質保証機構

3

③普及のための動画コンテンツ開発

 説明には動画が必須 https://qaphe.com/mext/mext2021/portrait2021/portrait2021result/

12



一般社団法人専門職高等教育質保証機構

4

 データの更なる充実
• 年度当初までに1,000課程
• 2020～2021年度のデータ
• NICシステムからのリンク実現

 セミナーの実施
• 2022年9月ごろ
• 講演者の設定
• ポートレート参加者を募る

 意見聴取
• 文部科学省のご意見
• 参加者のご意見
• 第三者のご意見

 マニュアルの充実
• 説明動画の充実
• マニュアルの充実
• 活用局面の提供

 運用体制の準備
• 多言語化の保守体制
• 質問対応体制
• データ入力体制

 文部科学省のご承認
• 職業実践専門課程の基本情報
を本ポートレートシステムで
入力することも可とする方向

次年度計画
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